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1111．はじめに．はじめに．はじめに．はじめに    
重ねガセット溶接継手部に対して鋼構造協会の疲労設計指針

1)はH等級を推奨しているが，ガセットの裏側に回し溶接を行っ
た際にはさらに強度が低下する可能性があるため，道路協会の

疲労設計指針 2)は 1ランク低い H’等級を推奨している．引張フ
ランジ側の溶接継手では亀裂の発生が桁の破断へと繋がる可能

性があるため，このような構造ディテールに対しては疲労挙動

の十分な把握が必要である． 
本研究では，前報 3),4)に続いて，重ねガセット型フランジアタ

ッチメント溶接継手を有する鋼 I 桁を用いて疲労限付近の低応

力・長寿命領域をねらった疲労実験を行い，回し溶接部を持つ

重ねガセット溶接継手部の疲労強度を明らかにすることを目的

とする． 
 
2222．実験方法．実験方法．実験方法．実験方法    
前報 3),4)と同様の試験体を用いて，疲労試験を行った．試験体と載荷状況を写真-1に示す．載荷方法は両端支持の
中央一点載荷とし，試験体1体目については 4ヶ所の試験部の応力範囲がH’等級の疲労限 16MPaを挟むように荷重
範囲を 167kNに，また，試験体 2体目では 1体目で疲労亀裂が発生した応力範囲を挟む様に 176kNに設定した．最
大荷重は死荷重を考慮して294kNと設定し（応力比 0.40～0.43），荷重繰返し速度は 3Hzとした．なお，スパン中央
に近い方の試験部をA, A’，遠い方（支点寄り）の試験部をB, B’と称する． A,A’断面から亀裂が生じた場合には高
力ボルトによる添接補強を行い，疲労試験を続行した． 
 
3333．．．．実験結果実験結果実験結果実験結果    
(1)(1)(1)(1)    静的載荷静的載荷静的載荷静的載荷    
図-1,2に試験体2体目のひずみゲージ(ゲ
ージ長 5mm)貼付け位置と応力測定結果を
示す．図中には実測値とともに，重ねガセ

ットの断面を無視した場合と有効と考え

た場合の二通りについて梁理論により求

めた応力計算値も示した． 
両側でアタッチメントが連続している

支間中央の実測応力は，アタッチメントを

有効と仮定した計算値とほぼ一致してい

る．試験部付近については，アタッチメン

トが連続している側（一般部）は両計算値

のほぼ中間をとり，アタッチメントの切れ

ている側（試験部）は重ねガセット断面を

無視した計算値に近い値となっている． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真-1 試験体および載荷状況 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図-1 試験体長手方向の応力分布（全体） 

キーワード：溶接継手，重ねガセット，まわし溶接，合成構造 
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(2)(2)(2)(2)疲労亀裂発生・進展疲労亀裂発生・進展疲労亀裂発生・進展疲労亀裂発生・進展    
写真-2,3 に疲労亀裂の発生，進展状況を示す．疲労
亀裂発生位置はアタッチメント間のギャップ部の回

し溶接部である．疲労亀裂は溶接部から下フランジ

に進展し，下フランジを破断させている． 
(3(3(3(3))))疲労強度疲労強度疲労強度疲労強度    
図-4 に疲労実験結果と道路協会の疲労設計指針 2)の

疲労設計曲線を示す．グラフの縦軸は試験断面の応

力範囲の実測値の平均(○，●印)と，アタッチメン
ト断面を無視した場合の梁理論による公称応力値

(＋，×印)であり，横軸の Nc20は亀裂発生寿命，Nf
はフランジ破断寿命である．亀裂発生寿命Nc20は表

面長さが 20mmの疲労亀裂が発生するまでの応力繰
り返し数，フランジ破断寿命Nfは片側のフランジが
破断するまでの応力繰り返し数である．NfがH’等級
の設計曲線より短寿命側であり，さらに疲労限の

16MPa以下でも亀裂が発生し破断していることよ
り，重ねガセット型フランジアタッチメント取付

部の疲労強度は，道路協会の疲労設計指針 2)のH’
等級を満たさないことが明らかとなった． 
 
4444．おわりに．おわりに．おわりに．おわりに 
重ねガセット型フランジアタッチメント取付部

の疲労試験を行い以下の結果がえられた． 

(1) 疲労亀裂はアタッチメントギャップ部の回し

溶接部から発生し，下フランジに進展，破断

させた． 

(2) 疲労強度はH’等級を満たさない． 
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図-2 A’,B断面の応力分布 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図-4 応力範囲と疲労寿命の関係 

写真-2 発見時の疲労亀裂（2体目）

Fatigue
Crack

Fatigue
Crack

写真-3 進展中の疲労亀裂(2体目) 
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